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研究成果の概要（和文）：教育現場での児童問題行動を Web カメラで記録し，事例データを Web

上で蓄積・共有可能な特別支援教育事例データベース・システムを開発した．システムの利点

は，以下のとおりである．(1)Web カメラは授業中，ワイヤレスマウスにより記録が開始される

と，20 秒間遡りビデオ記録をサーバに蓄積する．これにより，通常突発的に起こる児童の問題

行動をタイミング良く記録できる．(2)Web カメラで記録されたビデオ記録により，記憶が不確

かな場合でも，問題行動を電子カルテに明確に記述することができる．(3)システムには最大 4

台の Web カメラが接続でき，問題行動を複数の角度から記録できる．これにより，単一の角度

からのみでは記述が難しい問題行動についても電子カルテに明確に記述することができる．  

 
研究成果の概要（英文）：In this research we developed a special needs education case 

database system to store and share the data of children's problem behavior. The system 

uses webcams to record children's problem behavior in the classroom. The main benefits of 

our system are as follows: (1) The webcam can store the video to a server from 20 seconds 

before the starting point when the teacher starts recording with a wireless mouse during 

the class. This makes it possible for a teacher to capture the children's problem behaviors 

that usually occur suddenly. (2) Teachers can clearly describe the children's problem 

behaviors in electronic educational records using the video recordings of the webcam even 

when the memory is unclear. (3) The system is designed for up to 4 webcams. This allows 

recording the children's problem behaviors from multiple perspectives. This also allows 

teachers to clearly describe in electronic educational records the problem behaviors, even 

the ones that are difficult to capture from single perspective. 
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そして，一般の小・中学校にも，このような
障害を持ち，障害から生じる問題行動に対し
て適切な指導の必要がある児童が多く存在
することが報告されている（文部科学省 

2005）． 

このように特別支援教育は始まったばか
りであり，支援を必要とする児童への，より
適切な指導のため，その指導に関する知識共
有が喫緊の課題である．そのためにも，問題
行動に対する教育現場での実践的な事例蓄
積の必要性が指摘されている（室橋 2005）．
さらに，特別支援教育では教育現場の一人の
教師に指導を任せるのではなく，特別支援学
校や小・中学校の複数の教師が協働して児童
に対する指導を行うことが必要という指摘
もある（阿部 2007）． 

以上の理由より，Web データベース・シス
テムを用いた指導記録の蓄積・共有が注目さ
れている．例えば，菅田・野村（2004）は，
教育センターが蓄積してきた児童指導事例
集の電子化による，Web 上での指導事例デー
タベース・システムの構築を試みている．ま
た，村西ら（2006）は，児童保育時期の成長
段階における観察が時系列に記録可能な
Web データベース・システムを提案している．
一方，成田ら（2006）は，特別支援教育の指
導計画策定を目的とした，Web データベー
ス・システムの開発を行っている．このシス
テムは，教師校務の簡易化，児童記録・チェ
ックリスト等の視覚化，および，教師らが協
働による支援計画の作成に参加できること
を利点としている．さらに，Web システムで
あることから，複数の教育機関における教師
らの知識共有にも利用可能である． 

以上のように，これらのシステムは有用な
ものであるが，本論で主に問題とするのは，
これらが主にテキスト・データによる記録の
みを対象としている点である．すなわち，児
童の問題行動は多様かつ複雑であり，テキス
ト・データのみでは正確に記述することが困
難な場合が多い． 

そこで，問題行動を事例データとして正確
に蓄積・共有するために，テキスト・データ
とともにビデオ・データを用いることが有用
であると考えられる（永森ほか 2005, 2006）．
しかし，教育現場での問題行動のビデオ・デ
ータの蓄積には，以下の問題が想定される． 

(1) 児童の問題行動は授業中に突発的に起こ
ることが多く，教師がタイミングよくビデ
オの記録を開始することが難しい． 

(2) 教師は問題行動が起こった際，その対処
に集中しなければならず，ビデオに記録し
た状況を明確に記憶・記述することが困難
である． 

(3) 単一の撮影機器を用いる場合，機器の設
置位置によっては，問題行動が記録されな
いケースが予想される． 

なお，HAYES ら（2008）も同時期に，支
援を必要とする児童らに対して授業中にビ

デオ記録を行うシステムの提案を行ってい
る．彼らのシステムにおいては，４台の Web

カメラを用いて，記録開始からの，より長時
間の遡りのあるビデオ記録の蓄積が可能で
ある．しかし，このシステムは Web システ
ムではなく，Web 上でのデータの蓄積・共有
および教師らの協働は支援されていない． 

 

２．研究の目的 

本研究では，複数の教育現場で発生した児
童の突発的な問題行動およびその指導方法
を，Web カメラを用いて記録し，その事例デ
ータを Web 上で蓄積・共有が可能なシステ
ムとして，特別支援教育事例データベース・
システムを開発した．本システムを教育現場
で運用することにより，教師らの協働による
指導方法の作成を支援することができる． 

システムの利点は，以下のとおりである． 

(1) Web カメラは授業中，ワイヤレスマウス
により記録が開始されると，20 秒間遡りビ
デオ記録をサーバに蓄積する．これにより，
通常突発的に起こる児童の問題行動をタ
イミング良く記録できる． 

(2) Web カメラで記録されたビデオ記録によ
り，記憶が不確かな場合でも，問題行動を
電子カルテに明確に記述することができ
る． 

(3) システムには最大 4台のWebカメラが接
続でき，問題行動を複数の角度から記録で
きる．これにより，単一の角度からのみで
は記述が難しい問題行動についても電子
カルテに明確に記述することができる． 

上記の利点(1)～(3)により，教育現場のビデ
オ・データ蓄積における上述の問題(1)～(3)

を解決する．そして，システムには，インタ
ーネットを介してビデオ記録と電子カルテ
から構成される事例データが蓄積され，指導
方法の改善を検討するための電子掲示板と
ともに教師らに Web 上で共有される．また，
システムは，より明確な事例データを教師ら
に提供することにより，教師らの協働による
指導方法の作成を支援する． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1  Web システムの概要 
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３．研究の方法 

本研究では先ず，突発的な児童問題行動お
よびその指導方法を，ビデオ記録を含む事例
データとして Web上での蓄積・共有が可能な，
特別支援教育事例データベース・システムを
開発した．図 1 にシステムの概要を示す． 
システムは，複数の教育現場の各端末コン

ピュータに構築した「Web カメラ制御・サブ
システム」と，大学のサーバに構築した「デ
ータベース・サブシステム」から構成される．
この二つのサブシステムは，それぞれ単体の 

アプリケーションとしてインターネットを
介して連携する．  

また，セキュリティを考慮し端末コンピュ
ータおよびサーバ間の通信においては，サー
バのファイアーウォールの設定により，登録
された IPアドレスでのみ通信が許可される．
また同様の観点から，サーバと教師の端末間
の通信も，IP アドレスにより制限している． 
二つのサブシステムの各モジュールによ

り，システムには事例データとして，「Web カ
メラにより記録された問題行動のビデオ記
録」，「問題行動のテキスト記録のためのテン
プレート化された電子カルテ」が蓄積され，
「事例データから指導方法の改善を検討す
るための電子掲示板」とともに教師らに Web
上で共有される． 
3.1. Web カメラ制御・サブシステム 
Web カメラ制御・サブシステムは，①「Web

カメラ設定モジュール」，②「Web カメラ制御
モジュール」，③「ファイル送信モジュール」
から構成される（図１参照）．OS は Windows，
開発言語には Java を使用した．なお，Web カ
メラ制御・サブシステムを構築した端末コン
ピュータのメモリ容量は 4GB である． 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Web カメラ制御・サブシステムを教育現場
に設置することにより，教師はワイヤレスマ
ウスのボタンを押すだけで，突発的に起こる
児童問題行動のビデオ記録が作成でき，授業
後にビデオ編集作業を行う必要も無くなる．
また，Web カメラを複数台接続することで，
複数の角度からの記録が可能である．  
3.2. データベース・サブシステム 

データベース・サブシステムは，④「ビデ
オ記録生成モジュール」，⑤「電子カルテ作
成モジュール」，⑥「掲示板生成モジュール」
⑦「データベース管理モジュール」，⑧「利
用者認証モジュール」から構成される（図１
参照）．OS は Windows Server 2003，Web サー
バソフトウェアは Apache，データベースの
SQL データベース・システムは MySQL，開発
言語には PHP および ActionScript を使用し
た．なお，ActionScript は，FLV ファイルで
サーバに蓄積されるビデオ記録を，Web ブラ
ウザ上で再生するために用いた．ビデオ記録
の再生は，PHP でデータベースからビデオ記
録 ID を取得し，ActionScript で教師らの端
末にプログレッシブダウンロードすること
で行われる． 
本システムの特徴のひとつとして，データ

ベース・サブシステム（大学のサーバ）には，
複数の Web カメラ制御・サブシステム（教育
現場の端末コンピュータ）を接続することが
できる．このことによって，複数の教育現場
からのビデオ記録を，大学のサーバに蓄積す
ることが可能である． 
図 2に電子カルテ入力画面を示す．電子カ

ルテ作成モジュールにより，ビデオ記録を蓄
積した教師は，Web ブラウザ上で，遠隔地の
教師らに共有・閲覧させるビデオ記録を選択 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 2 電子カルテ入力画面 



 

 

する．次に，モジュールは，そのビデオ記録
とともに，そのビデオ記録 ID に関連付けら
れた「問題行動の状況」のテンプレートを教
師に表示する．教師はビデオ記録を閲覧しな
がら「問題行動の状況」を作成することによ
り，その記憶が不確かな場合でも，問題行動
を明確に記述することが可能である．またこ
の際，モジュールは別ウィンドウで問題行動
の分類カテゴリの一覧を表示し，該当するチ
ェックボックスの選択を促す．そして，教師
は，自身の問題行動への指導に対する評価を
5 段階のラジオボタンにより選択し，「問題行
動の状況」の記述を終了する． 
ビデオ記録を蓄積した教師の記述終了後，

モジュールは，この「問題行動の状況」のテ
キスト・データを，データベースに蓄積する．
これにより，遠隔地の教師らも，蓄積された
ビデオ記録と，その電子カルテである「問題
行動の状況」を閲覧することができる．なお，
複数台の Web カメラによりビデオ記録が作成
された場合，そのすべてのビデオ記録を，教
師らに共有させることが可能である． 
「問題行動の状況」の蓄積後，モジュール

は，教師らに「問題行動に対する指導方法」
のテンプレートを提示する．そして，教師ら
がテンプレートへの記述を終了すると，モジ
ュールは対応するビデオ記録 ID に関連づけ
て，「問題行動に対する指導方法」のテキス
ト・データをデータベースに蓄積する．なお，
「問題行動に対する指導方法」は，ひとつの
ビデオ記録に対して複数作成することが可
能である． 
 
４．研究成果 
システムを実際の教育現場で運用するこ

とにより，ビデオ記録を含む事例データが蓄
積され，指導方法の改善を検討するための電
子掲示板とともに教師らに Web上で共有され
る．このことにより，特別支援学校や小・中
学校といった遠隔地にある複数の機関に所
属する教師間での，指導方法の作成に対する
協働を支援することが期待できる．  

研究成果として教育現場での運用例にお
いて，システムを用いた教師らの協働による
指導方法作成に対する実用性を評価する． 
4.1. 運用例の枠組み 
本運用例は，大学附属の特別支援学校に設

置された通級教室を中心に実践された．この
通級教室では，周辺の小・中学校に在籍し，
発達障害と診断された児童の内，保護者が希
望する児童に対して週１回の通級による指
導を行っている．この通級教室では，このよ
うな児童に対して，特別支援学校の教師らが
ソーシャルスキルトレーニングを中心に指
導を行っている．事例データの蓄積は，この
ソーシャルスキルトレーニングを受ける児
童らの問題行動に対して行われた． 
この通級教室では従来，児童の在籍する

小・中学校の教師が通級教室における指導の

様子を見る機会は限られており，小・中学校
と特別支援学校の教師が協働し指導方法を
作成することは困難であった．本実践では，
システムを用い，事例データを蓄積・共有す
るとともに，教師らの協働による指導方法の
作成を試みた． 
指導方法の作成には，特別支援学校および

小・中学校の教師ら 37 名が参加した．参加
した教師には，それぞれの教育現場において
児童を直接指導している教師だけではなく，
同様の問題を有する児童を指導する教師や，
児童の指導に将来的に関与する可能性があ
る教師を含んでいる． 
4.2. 運用例での蓄積事例データ 
ビデオ記録の蓄積は，主に大学附属の特別

支援学校に設置された通級教室で行われた．
なお，Web カメラによる児童の撮影と，事例
データとしてのシステムでの蓄積と関係者
間での共有，および個人情報に配慮した上で
の事例データの研究利用に関し，事前に児童
の保護者に了解を得た． 

なお，運用例において蓄積された事例デー
タは，ビデオ記録が 35 本，作成された電子
カルテが 166 枚である．また，2 章で記述し
たように，システムの仕様としてビデオ記録
の記録時間を 3 分間としたが，運用例におい
て蓄積された 35 事例の問題行動の時間はす
べて 3分間以内で収まっていた． 
4.2. 運用例でのシステムの有用性の評価 
4.2.1 アンケートよる分析 
実用性の観点から，システムの目的である，

教育現場での教師らの協働を支援する利点
に対して評価する必要がある．このため，実
際にシステムを用いて協働により指導方法
を作成した教師ら 37 名を対象にし，アンケ
ートを実施した． 

なお，このようなシステムを用いた協働に
対する既存の評価尺度は存在しないので，本
システムを用いた協働による利点をできる
かぎり列挙し，20 項目のアンケート項目を作
成した．表１にアンケート項目を示す． 
アンケート評価は，「1) 全くそう考えな

い」，「2) そう考えない」，「3) どちらともい
えない」，「4) そう考える」，「5) とてもそう
考える」の 5段階評価で行った．  

表 1に各アンケート項目評価の算術平均と
標準偏差を示す．各項目に対する評価の算術
平均は，すべての項目で評価基準値の 3.0 を
上回っており，本実践におけるシステムの有
用性および実用性を示していると解釈でき
る． 
4.2.2 アンケート結果に対する因子分析 
アンケート結果から，いずれの項目におい

ても高い評価を得た．そこで，本システムを
用いた，教師らの協働による指導方法の作成
における利点を要約するために，因子分析を
行った． 
アンケート・データを因子分析（主因子法）

し，固有値の累積が 100%を超えない最大の因 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
子数として 6つの因子を抽出した．同じく表
1 に，各因子での推定された因子負荷，およ
び各因子のアンケート項目の算術平均と各
因子のα係数を示す． 
表中のデータより，因子 1（α = 0.86）は，

「他者と協働して指導方法を作成すること
で，指導方法に関する意見交換ができた」，
「他者の指導方法を閲覧することで，自身の 
指導方法に対する内省ができた」，「参加する
ことにより，初めて得た知識がある」，「他者
の指導方法へのコメントを読むことにより，
学ぶことがあった」，「参加することにより，
いろいろな事例を学ぶことができた」，「自身
が作成した指導方法に対して，他者より指摘
された事項が勉強になった」において，高い
因子負荷を示していることから，「協働によ
る知識共有性」因子とした． 
因子 2（α = 0.87）は，「指導方法の公開

を行うことで，指導方法の作成に関する動機
が向上した」，「他者と協働した指導方法の作
成は，指導方法検討に対する動機を高めるこ
とができた」，「他者と協働して指導方法作成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

することで，特別支援教育に対する理解をよ
り深めることができた」，「参加することによ
り，特別支援教育に関わる動機を強めること
ができた」において，高い因子負荷を示して
おり，「協働による動機向上性」因子とした． 
因子 3（α = 0.78）は，「ビデオ記録によ

って，テキスト記録だけでは得られないクラ
スの雰囲気がわかった」，「ビデオ記録はテキ
スト記録の理解を助けた」，「ビデオ記録によ
って，テキスト記録だけでは得られない対象
児童の様子がよくわかった」において，高い
因子負荷を示しており，「マルチメディアに
よる利得性」因子とした．なお，因子 3に含
まれる項目の評価平均は高いため，特定の選
択肢に回答が集中しているとも考えられる
が，各項目の標準偏差は 0.7～0.8 付近であ
り集中しているとは言えないため，これらの
項目を評価外項目とはしなかった． 
因子 4（α = 0.71）は，「本システムは，

特別支援教育の理解に有用であると考える」，
「本システムは，特別支援教育の指導スキル
向上に有用であると考える」，「本システムは，

表 1 運用例でのアンケート評価と因子分析 
因子１ 因子２ 因子３ 因子４ 因子５ 因子６

協働による
知識
共有性

協働による
動機
向上性

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ
による
利得性

システムに
よる理解・
指導スキル
向上性

他者への
説明による
理解
向上性

指導案閲
覧による
知識
共有性

α =0.86 α =0.87 α =0.78  α =0.71 α =0.76 α =0.57

1
　他者と協働して指導方法を作成することで，指導
方法に関する意見交換ができた．

3.95 0.65 0.73 0.12 0.10 0.14 0.26 -0.21

2
　他者の指導方法を閲覧することで，自身の指導
方法に対する内省ができた．

4.03 0.78 0.70 0.02 0.18 0.08 0.12 0.26

3 　参加することにより，初めて得た知識がある． 4.00 0.81 0.69 0.07 -0.03 0.03 0.23 0.03

4
　他者の指導方法へのコメントを読むことにより，学
ぶことがあった．

4.05 0.75 0.63 0.04 0.24 0.07 -0.10 0.21

5
　参加することにより，いろいろな事例を学ぶことが
できた．

3.97 0.84 0.60 0.17 0.18 0.16 0.17 0.08

6
　自身が作成した指導方法に対して，他者より指摘
された事項が勉強になった．

3.86 0.71 0.56 0.28 0.52 0.26 -0.01 0.21

7
　指導方法の公開を行うことで，指導方法の作成に
関する動機が向上した．

3.43 0.89 0.15 0.89 0.10 0.01 0.17 0.06

8
　他者と協働した指導方法の作成は，指導方法検
討に対する動機を高めることができた．

3.43 0.84 0.09 0.77 0.18 0.20 0.13 0.04

9
　他者と協働して指導方法作成することで，特別支
援教育に対する理解をより深めることができた．

3.70 0.75 0.01 0.63 0.00 0.60 0.11 0.16

10
　参加することにより，特別支援教育に関わる動機
を強めることができた．

3.19 1.18 0.26 0.59 -0.07 0.33 0.11 0.37

11
　ビデオ記録によって，テキスト記録だけでは得ら
れないクラスの雰囲気がわかった．

4.32 0.49 0.06 0.19 0.81 0.18 -0.07 0.00

12 　ビデオ記録はテキスト記録の理解を助けた． 4.30 0.48 0.19 0.07 0.79 -0.01 0.12 0.14

13
　ビデオ記録によって，テキスト記録だけでは得ら
れない対象児童の様子がよくわかった．

4.30 0.59 0.26 -0.15 0.62 0.04 0.39 -0.23

14
　本システムは，特別支援教育の理解に有用であ
ると考える．

4.16 0.73 0.34 0.19 0.09 0.75 -0.01 0.02

15
　本システムは，特別支援教育の指導スキル向上
に有用であると考える．

4.22 0.44 0.26 0.00 0.45 0.61 0.04 0.03

16
　本システムは，支援を必要とする児童に対する理
解の拡大に有用であると考える．

3.76 0.83 -0.14 0.33 0.05 0.57 0.20 0.41

17
　他者に見られる指導方法の作成を行うことで，自
身の指導方法に対する内省ができた．

3.73 0.58 0.17 0.35 0.14 -0.02 0.69 0.02

18
　他者に説明することにより，自身の意見をより深く
理解できたことがあった．

3.46 0.63 0.24 0.27 -0.02 0.12 0.58 0.17

19
　他者の指導方法で問題点を見つけることができ，
それ自体が自分の知識になった．

3.76 0.78 0.22 0.33 0.01 0.11 0.06 0.69

20
　他者の指導方法において，指導方法に関して参
考になったものがある．

4.08 0.83 0.23 -0.18 0.16 0.13 0.46 0.48

項目
評価
の
平均

項目
評価
の
分散

項目
評価
の
平均

アンケート項目

アンケート項目全体(20項目)のα 係数　α =0.89

3.44

4.31

4.05

3.60

3.92

No.

3.98



 

 

支援を必要とする児童に対する理解の拡大
に有用であると考える」において，高い因子
負荷を示しており，「システムによる理解・
指導スキル向上性」因子とした． 

因子 5（α = 0.76）は，「他者に見られる
指導方法の作成を行うことで，自身の指導方
法に対する内省ができた」，「他者に説明する
ことにより，自身の意見をより深く理解でき
たことがあった」において，高い因子負荷を
示しており，「他者への説明による理解向上
性」因子とした． 
因子 6（α = 0.57）は，「他者の指導方法

で問題点を見つけることができ，それ自体が
自分の知識になった」，「他者の指導方法にお
いて，指導方法に関して参考になったものが
ある」において，高い因子負荷を示しており，
「指導方法閲覧による知識共有性」因子とし
た．なお，因子 6 のα係数は 0.57 であり内
的整合性が高いとは言えないが，0.5 を超え
ていることから，低い内的整合性があると判
断した． 
前述のようにアンケート項目に対する 5段

階評価の算術平均は，すべて 4.3～3.2 と評
価基準値の 3.0 を上回っていたのであるが，
特に，因子 3「マルチメディアによる利得性」
と，因子 4「システムによる理解・指導スキ
ル向上性」に含まれる項目評価の算術平均は，
明らかな肯定を示す値である 4.0 を超えてい
た．この結果は，Web カメラより得られたビ
デオ記録の有用性を示すとともに，教師自身
の特別支援教育に対する理解および指導ス
キル向上に関しても，特に有用であったと感
じていることを示す．また，知識共有に関連
する因子 1「協働による知識共有性」，および  
因子 6「指導方法閲覧による知識共有性」に
含まれる項目評価の算術平均もほぼ 4.0 であ
り，システムを用いた知識共有を確認できた
と考える． 
そして，Web 上での教師らの協働による指

導方法作成に関して一定以上の評価が得ら
れたことにより，システムは教育現場で受け
入れられたと判断し，システムの協働支援に
対する実用性が確認できたと考える． 
4.3. 研究成果の可能性 
特別支援教育は 2007 年度から開始された

ばかりであり，支援を必要とする児童に指導
を行う小・中学校の教師や，障害児教育の専
門知識を持つ特別支援学校の教師ですら，明
確な指導ノウハウを持っていない場合が尐
なくない．このような事例データに対して，
教師らが協働した指導方法の検討を行うこ
とで，一人の教師だけでは解決できない事例
に対する指導方法の作成が期待できる． 

また，このような教師らの協働において，
支援を必要とする児童に対するより良い指
導方法の習得，および特別支援教育そのもの
に対する理解の推進と知識共有も期待でき
る．そして，作成された指導方法を，実際の
指導に反映させた効果を逐次データベース

に登録することにより，問題行動に対する指
導方法およびその効果の蓄積が可能である． 
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